
シンポジウム「80年代におけるアヴァンギャルド系現代美術―画廊パレルゴンの活動を焦点として―」関連年表

美術（展覧会） 美術（出来事、他） 言説 社会・政治・経済

1975 1

12

9

 アート・ナウ‘75（兵庫県立近代美術館）

 今日の静物・展（横浜市民ギャラリー） ※第11回今日の作家展、選考委員：中原佑介

 〔海外〕 第9回パリ青年ビエンナーレ ※コミッショナー：峯村敏明、出品作家：田窪恭治、彦坂尚嘉ほか

1

4

9

12

5

 神奈川県民ホールギャラリー開館

 若林奮、武蔵野美術大学助教授に就任

 榎倉康二、東京芸術大学油画科非常勤講師に就任

 東京都美術館新館開館

 西武美術館開館

 藍画廊開廊

 〔海外〕 フランク・ステラ、《ブラジル》シリーズ発表

1975 2

3

10

 『展評』（田村画廊）創刊

 宮川淳『引用の織物』（筑摩書房）

 『エピステーメー』（朝日出版社）創刊

　※ジャック・デリダ／高橋允昭訳「パレルゴン」掲載

　以後、同誌に中途まで間歇連載。後に高橋允昭、阿部宏慈訳『絵画における真理』（法政大学出版局、1997年）に改訳所収

3

4

7

 東海道・山陽新幹線、博多までの全線開通

 ベトナム戦争（インドシナ30年戦争）終結

 沖縄海洋博覧会開催　※テーマ：「海 : その望ましい未来」

1976 2

6

11

 1976京都ビエンナーレ : 7名の評論家による現代作家展（京都市美術館）

　※平野重光、峯村敏明、乾由明、高橋享、たにあらた、中原佑介、早見堯の7人の批評家が34人の作家を選出

 アメリカ美術の30年 : 新しきものの伝統（西武美術館） ※ミニマル・アートをまとめて紹介

 今日の空間展（横浜市民ギャラリー） ※第12回今日の作家展　企画：アーティストユニオン

4  NETテレビ番組「アート・レポート」放映 ※企画・構成：峯村敏明 1976 2

9

 マルスラン・プレーネ／岩崎力訳『絵画の教え』（朝日出版社）

  Marcelin Pleynet; L’Enseignement de la Peinture，1971
 『展望』２月号 ※宇佐美圭司「芸術家の消滅」掲載
 『写真効果magazine』創刊 ※編集：石内都ほか

9

10

12

 毛沢東死去

 家庭用VHSビデオ発売（ビクター）

 金芝河（韓国・詩人）に10年の懲役求刑

1977 5

7

8

10

6

7

 TOKYO GEIJUTSU 4（田村画廊） ※出品作家：田窪恭治、高見沢文雄、彦坂尚嘉、堀浩哉

 art today ‘77 : 見えることの構造（西武美術館） ※企画：東野芳明　出品作家：宇佐美圭司、河口龍夫、島州一ほか

 韓国現代美術の断面（東京セントラル美術館）

 第13回今日の作家展 : 絵画の豊かさ（横浜市民ギャラリー） ※企画：峯村敏明　出品作家：清水誠一、柴田雅子、諏訪直樹ほか

 

〔海外〕 ドクメンタ6（カッセル） ※出品作家：荒川修作、河原温、高松次郎、アンゼルム・キーファー、ゲオルク・バゼリッツ、A．R．ペンクほか

　　　　　ミュンスター彫刻プロジェクト（ミュンスター） ※10年に一度開催される野外彫刻展の第1回目

1

4

7

10

11

 イメージフォーラム開設

 東京芸術大学、大学院博士課程を新設

 山梨県がミレーの《種をまく人》《夕暮れに羊を連れ帰る羊飼い》を購入

 東京国立近代美術館でアメリカから永久貸与の形で返還されていた戦争画を分割展示

 国立国際美術館開館

 宮川淳死去

 ギャラリー手開廊

 ◎この年、コバヤシ画廊開廊　11月に宇佐美圭司、柏原えつとむ、島州一の3人展を行う

1977 4

8

10

 『美術手帖』４月号「絵画の平面と平面の絵画」

　※平野重光、中原佑介、峯村敏明、藤枝晃雄、たにあらたによる誌上シンポジウムを掲載

 藤枝晃雄『現代美術の展開』（美術出版社）

 『美術手帖』１０月号「現代美術の形式と形態 : ドクメンタ6に見る」

7

9

12

 ニューヨーク大停電

 日本赤軍によるダッカ日航機ハイジャック事件

 チャールズ・チャップリン死去

1978 5

8

11

12

 国際ビデオ・アート展（草月会館）

 原形と現象（村松画廊） ※企画：多木浩二、彦坂尚嘉

 第14回今日の作家展 : 表現を仕組む ※企画：岡田隆彦企画　出品作家：榎倉康二、菅木志雄、田窪恭治ほか

 〔海外〕 ニュー・イメージ・ペインティング（ホイットニー美術館）

4

8

9

1

 李禹煥、多摩美術大学助教授に就任

 日本グラフィック・デザイナー協会（JAGDA）発足

 佐谷画廊開廊

 ◎この年、彦坂尚嘉がBゼミのレギュラー講師に就任

 　 日本初のコマーシャル・フォト・ギャラリーとしてツァイト・フォト・サロン開廊

 〔海外〕 メアリー・ブーン画廊開廊（ニューヨーク）

1978 2

5

6
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9
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 『美術手帖』２月号「絵画と平面の相克」 ※藤枝晃雄、李禹煥、山田正亮による座談会「絵画自身へ向かって」

 『美術手帖』５月号「模索から展開へ」

 『みづゑ』６月号 ※早見尭対談「現代との対話」連載開始

 『カイエ』８月号「80年代芸術へ向けて」 ※宇佐美圭司、岡田隆彦ほか

 『展望』（筑摩書房）休刊

 『現代彫刻』９月号 ※峯村敏明「現代彫刻を考える」連載開始

 チャールズ・ジェンクス／竹山実訳「ポストモダニズムの建築言語」（『a＋u』１０月臨時増刊号掲載）

 アンリ・マティス著、ドミニック・フルカド編／二見史郎訳『画家のノート』（みすず書房）

　Henri Matisse，Dominique Fourcade；Écrits et propos sur l'art，1972

5

6

8

9

 成田国際空港開港

 映画「スター・ウォーズ」日本公開

 日中平和友好条約調印（北京）

 東芝より初の日本語ワープロ発売

1979 3

8

11

 art today ‘79 : 木との対話（西武美術館） ※企画：中原佑介　出品作家：最上寿之、小清水漸、彦坂尚嘉

 ７人の作家／韓国と日本（真木・駒井画廊） ※韓国と日本の作家の共同企画展

 第15回今日の作家展 : 横浜‘79（横浜市民ギャラリー） ※企画：島州一、高山登、東野芳明、真板雅文

3

4

5

7

11

12

 駒井画廊開廊

 京都精華大学美術学部開設

 峯村敏明、多摩美術大学助教授に就任

 板橋区立美術館開館 ※23区内で初めての区立美術館

 瀧口修造死去

 南画廊閉廊

 原美術館開館

 ◎この年、Gアートギャラリー開廊

1979 1

3

6

7

9
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11

 第8回美術手帖芸術評論、秋田由利「美術における終焉と自由 : 構造主義以降の地平から」、

  西嶋憲生「時代・仕事・アイデンティティ : デラシネからの再生のために」

 『イラストレーション』（玄光社）創刊

 針生一郎『戦後美術盛衰史』（東京書籍）

 藤枝晃雄『ジャクソン・ポロック』（美術出版社）

 『象』創刊 ※企画・編集：伊藤博史、海老塚耕一、北澤憲昭、山本糾、吉田秀樹、和田守弘ほか

 中原佑介『現代芸術入門』（美術出版社）

 『みづゑ』９月号 ※藤枝晃雄対談「現代との対話Ⅱ」連載開始

 『夜想』（ペヨトル工房）創刊

 蓮実重彦『表層批評宣言』（筑摩書房）

2

3

6

7

12

 イラン革命、第二次石油ショック

 イスラエル・エジプト平和条約調印

 スリーマイル島原子力発電所事故（アメリカ）

 東京サミット開催

 ソニーよりウォークマン発売

 ソ連がアフガニスタンに介入

1980 1

5

8

10
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6

 UENO‘80（東京芸大大学会館） ※東京芸大学生有志による自主企画展、2ヶ月半にわたって開催

 ヨーゼフ・ボイス展（ギャルリー・ワタリ）

 絵画のアナグラム（横浜市民ギャラリー） ※芸大系のニューウェーヴ作家による展覧会

 艶姿華彩（神奈川県民ホールギャラリー） ※出品作家：倉重光則、戸谷成雄、北沢一伯ほか

 第1回浜松野外美術展 : 野外空間への展望（中田島砂丘）

 ビル・ヴィオラ展（ビデオ・ギャラリーSCAN）

 第16回今日の作家展 : 感情と構成（横浜市民ギャラリー） ※企画：藤枝晃雄　作家：山田正亮、中上清、須賀昭初、根岸芳郎ほか

 Art Today'80　絵画の問題展 : ロマンティックなものを越えて（西武美術館） ※企画：藤枝晃雄　作家：辰野登恵子、根岸芳郎、依田寿久

 第1回ハラ・アニュアル : 80年代への展望（原美術館） ※出品作家：榎倉康二、川俣正、眞板雅文、堀浩哉、沖啓介ほか

 〔海外〕 第39回ヴェネツィア・ビエンナーレ ※この年から建築部門が正式に創設される　出品作家：榎倉康二、小清水漸、若林奮

4

7

10
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 大阪府立現代美術センター開館

 日本文化デザイン会議

 ビデオ・ギャラリーSCAN開設

 東京国立近代美術館常設展示室で絵画損傷事件

 土方定一死去

 ◎この年、第1回日本グラフィック展とオブジェTOKYO展開催（その後二つが統合、アーバナート展へ）
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 『ルナミ・ジャーナル』（ルナミ画廊）創刊

 『アール・ヴィヴァン』（西武美術館）創刊

 宇佐美圭司『絵画論 : 描くことの復権』（筑摩書房）

 ウンベルト・エーコ／池上嘉彦訳『記号論Ⅰ』（岩波書店）

　Umberto Eco；A Theory of Semiotics，1976
 廣松渉『<近代の超克>論 : 昭和思想史への一断想 』（朝日出版社）
 『宮川淳著作集』全3巻、美術出版社より刊行開始
 『BRUTUS』（マガジンハウス）創刊

 『イメージフォーラム』創刊

 『美術手帖』９月号「ガラス透写」

　※榎倉康二によるヴェネツィア・ビエンナーレのレポートでニュー・ペインティング系の作品が紹介される

 『朝日ジャーナル』１０月１日臨時増刊号 ※中原佑介「美術団体離れした新世代が台頭するモザイク的状況」掲載
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 サルトル死去

 山岸涼子『日出る処の天子』、『LaLa』で連載開始

 光州事件

 モスクワオリンピック開催 ※ソ連のアフガニスタン侵攻に反して日本を含めた約50ヶ国がボイコットする

 ポーランドで独立自主管理労働組合「連帯」結成

 イラン・イラク戦争勃発（88年まで）

 ジョン・レノン射殺される

 マクルーハン死去

1981 2

3
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1
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 New Painted Relief vol.1 : 物体としての絵画（Ｇアートギャラリー） ※企画：荻野裕政

 HAPPY ART展（村松画廊） ※Bゼミ学生を中心としたグループ展

 マチス展（東京国立近代美術館）

 New Painted Relief vol.2 : 情念のエクリチュールにむけて（Ｇアートギャラリー） ※企画：荻野裕政

 干渉地帯  :  形象 と言語 （画廊パレルゴ ン）  ※企画 ：藤井雅実 　 協力 ：北澤憲昭 、 松浦寿夫

 クロード・ヴィアラ展（鎌倉画廊）

 第1回平行芸術展（小原流会館） ※企画：峯村敏明　以降、継続的に開催

 ギルバート・アンド・ジョージ展（かんらん舎）

 現代美術の動向Ⅰ : 1950年代 その暗黒と光芒（東京都美術館）

 New A ir Generation（神奈川県民ホールギャラリー） ※企画：荻野裕政、関口敦仁　芸大とBゼミのjoint exhibition

 第2回ハラアニュアル展（原美術館） ※出品作家：岡﨑乾二郎、戸谷成雄ら

 様・式展（神奈川県民ホールギャラリー） ※出品作家：阿部守、遠藤利克、井川惺亮、加茂博、戸谷成雄ほか

 第17回今日の作家展 : 壁（横浜市民ギャラリー） ※企画：秋田由利　作家：川俣正、井川惺亮、荻野裕政、柏原えつとむほか

 1960年代 : 現代美術の転換期（東京国立近代美術館）

 表現の布置展（横浜市民ギャラリー） ※企画：田頭勝、藤井雅実

 〔海外〕 ニュー・スピリット・イン・ペインティング（王立美術アカデミー、ロンドン） ※企画：ニック・セロータ、クリストス・ヨアキミデス

　　　　　 ヴェストクンスト : 1936年以降の現代美術（ケルン）

　　　　　 ジュリアン・シュナーベル展（レオ・キャステリ画廊、メアリー・ブーン画廊）

　　　　　 バロック81（パリ市立近代美術館） ※企画：カトリーヌ・ミレー
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 画廊パレルゴ ン開廊 （神田 ）  ※開廊企画展として 、 倉重光則 、 吉田秀樹の個展を行う

 草月美術館開館

 伊奈ギャラリー開廊

 鎌倉画廊開廊

 多摩美術大学芸術学科創設

 ストライプハウス美術館開館

 富山県立近代美術館開館

 軽井沢高輪美術館開館 ※後にセゾン現代美術館に改称

 渋谷区立松濤美術館開館

 ギャラリイK開廊（赤坂）

 〔海外〕　リチャード・セラ《傾いた弧》、マンハッタンの公園に設置 ※89年に政府により撤去
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 『美術手帖』１月号「80年代美術 : 動き出すニュー・ウェイヴ 」

　※藤枝晃雄、峯村敏明、早見堯、那賀裕子＋貞彦ほか

 『みづゑ』４月号「アンリ・マチス」 ※中原佑介、堀浩哉ほか

 『構造』（構造出版部）創刊
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 田中康夫『なんとなく、クリスタル』（河出書房新社）

 ロナルド・レーガン、アメリカ大統領に就任

 神戸ポートアイランド博覧会（神戸ポートピア'81）開催

 スペースシャトル・コロンビア打ち上げ成功

 パイオニアがレーザーディスクの日本向けの民生用機LD-1000を発売（2009年、再生機の製造を中止）

 ポーランドで戒厳令布告
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 相乗す る差異 （画廊パレルゴ ン）  ※ シ リー ズ展として ８ ３ 年ま で 継続的に 行われる

 物体から映像へ／映像から物体へ（Gアートギャラリー）　※出品作家：加茂博、池ケ谷肇、吉田秀樹

 FOCUS‘82（鎌倉画廊） ※Part1企画：藤枝晃雄、Part2企画：早見尭

 トニー・クラッグ展（かんらん舎）

 今日のイギリス美術（東京都美術館）

 group“y”vol.1 : 範疇まがいの神々（村松画廊） ※出品作家：山倉研志、前本彰子、松居永樹、荒瀬景敏

 現代美術の最前線 （画廊パレルゴ ン）  ※企画 ：藤井雅実 　 ニ ュー ウ ェ イヴ 系作家 4 0 余名を8週間に わた って 総覧

 横尾忠則新作展(南天子画廊)

 かたちへ・かたちから（村松画廊） ※企画：千葉成夫　出品作家：山倉研志、前本彰子、熊谷優子ほか

 YES ART : 余りある表現展（ギャラリー白） ※企画：石原友明、山部泰司、福田新之助

 ART and／or CRAFT ; USA＆JAPAN : 日米アートクラフト展　飾る―いま。あす。（MROホール） ※出品作家：草間彌生、彦坂尚嘉、田窪恭治ほか

 Scramble Sky 1（スタジオ４F ROOF） ※出品作家：八百板力、玉置仁、ムラカミ・ヤスヒロほか

 現代美術からの啓示 : 行為と創造（ラフォーレミュージアム原宿） ※パフォーマンス：ダン・グレハム、ダニエル・ビュランほか

 自在と自制の空間（代々木アートギャラリー） ※企画：たにあらた　出品作家：高見沢文雄、和田守弘、関口敦仁ほか

 アート・ナウ‘82（兵庫県立近代美術館） ※出品作家：朝比奈逸人、椿昇ほか

 フランク・ステラ : ワーキング・ドローイング 1956-1982（北九州市立美術館）

 フジヤマゲイシャ（京都市立芸術大学ギャラリー・東京芸大会館） ※石原知明、中原浩大、関口敦仁ほか東西の作家が参加

 第18回今日の作家展 : NOVEMBER STEPS（横浜市民ギャラリー） ※企画：東野芳明　出品：海老塚耕一、吉澤美香、横尾忠則ほか

 前本彰子・吉澤美香展 : 女の子は水でできた身体（ギャラリイK） ※企画：秋田由利

 大竹伸朗展（ギャルリー・ワタリ）

〔海外〕 第40回ヴェネツィア・ビエンナーレ ※コミッショナー：たにあらた　出品：彦坂尚嘉、川俣正、北山善夫ほか

　　　　　ドクメンタ7（カッセル） ※ニュー・ペインティングの台頭、ボイスの《7000本の樫の木》が話題を呼ぶ

　　　　　第12回パリ青年ビエンナーレ ※コミッショナー：早見尭　出品作家：岡崎乾二郎、保科豊巳ほか

　　　　　ツァイトガイスト（マルティン・グロピウス・バウ、ベルリン） ※企画：クリストス・ヨアキミデス、ノーマン・ローゼンタール
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 アキライケダギャラリー開廊（東京）

 ラフォーレミュージアム開設

 かねこ・あーとG1開廊

 Studio 4F開廊　※玉置仁、内倉ひとみ、吉川陽一郎による共同運営企画

 第3回日本グラフィック展で日比野克彦が大賞受賞

 美術館連絡協議会発足

 山中信夫死去

 ◎この年、湯村輝彦、安西水丸らによる「ヘタうま」絵画・イラストレーションが流行
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 『on the beach』創刊 ※名古屋のリトルマガジン　編集：鈴木敏春ほか

 『みづゑ』季刊になる

 『BRUTUS』８月１日号「愛おしき“実用品”としての現代美術」

 『美術手帖』１０月号「ドクメンタ・7 : 80年代を担うアーティストたち」

 ジャン・ボードリヤール／今村仁司、塚原史訳『象徴交換と死』（筑摩書房）

　Jean Baudrillard；L'echange symbolique et la mort、1975
 『BRUTUS』１２月１日号 ※注目のニュー・ペインターとして、大竹伸朗を紹介
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 フォークランド紛争

 東北新幹線開業

 日本による東アジア侵略の記述をめぐり「歴史教科書」が内外で問題化

 映画「ブレードランナー」日本公開

 上越新幹線開業

 映画「E.T」日本公開

1/3 （ 2 0 0 9年1月掲載、2月改訂）　
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 シ ンボ リ ッ ク ・ シ テ ィ （ 画廊パレルゴ ン）  ※企画 ：藤井雅実 、 出品作家 ：関口敦仁 、 荻野裕政 、 大村益三 、 井口大介ほか

 FOCUS ‘83（鎌倉画廊） ※Part1企画：藤枝晃雄、Part2企画：たにあらた

 ス キ ャッ ター ド ・ イメ ー ジ （画廊パレルゴ ン）  ※企画 ：藤井雅実企画 、 出品作家 ：平林薫 、 菅野由美子 、 岩瀬京子ほか

 フランシス・ベーコン（東京国立近代美術館）

 70年代中葉期の転換点より10年 : 質を問う９人の仕事展（ギャラリー手） ※企画：たにあらた　9月、12月にも開催

 臨界芸術　‘83年の位相（村松画廊） ※企画：たにあらた、出品作家：松井知恵、平林薫、前本彰子、吉川陽一郎ほか

 ポリパラレル（Ｇアートギャラリー） ※企画：関口敦仁　出品作家：井口大介、野村和弘、松居永樹ほか

 CONTINUUM ‘83 : オーストラリア現代美術展（ルナミ画廊ほか）

 フランチェスコ・クレメンテ展（アキライケダギャラリー）

 夜のた めに （画廊パレルゴ ン）  ※出品作家 ：大村益三 、 池ヶ谷肇 、 藤堂良浩 、 遠藤俊克ほか

 フジヤマゲイシャPART2（京都市立芸術大学ギャラリー・東京芸大会館）

 現代美術の動向Ⅱ : 1960年代 多様化への出発（東京都美術館）

 表現の現場 ‘83展（多摩美術大学上野毛校舎） ※多摩美術大学院生有志による自主企画展

 ポリパラレル2X（ギャラリーK） ※出品作家：関口敦仁、野村和弘、井口大介ほか

 第19回今日の作家展 : 内面化される構造（横浜市民ギャラリー） ※企画：早見尭 出品作家：岡﨑乾二郎、高木修、松本陽子ほか

 〔海外〕 ミニマリズムから表現主義へ（ホイットニー美術館）
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 川俣正「アパートメント・プロジェクト」より《大手門・和田荘》、4月に《Slip in 所沢》

 山口長男死去

 画廊パレルゴ ン、 自主管理化に 伴い 、 名称をパレルゴ ンⅡに 変更 （ 8 7 年ま で ）

 佐賀町エキジビット・スペース開廊

 ザ・コンテンポラリー・アートギャラリー開廊（池袋・西武百貨店）

 NEWZ開廊

 連続シンポジウム「現代美術のニューウェイヴ」（スタジオF）

　※パネリスト：川俣正、大村益三、岡﨑乾二郎、荻野裕政、松浦寿夫、藤井雅実ほか

 ◎この年、糸井重里による西武百貨店のコピー「おいしい生活」が流行
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 『美術手帖』１月号「フランク・ステラ」＋「ニュー・ペインティング」 ※テキスト：東野芳明、藤枝晃雄ほか

 『象通信』創刊 ※季刊『象』の衛星誌として時事中心の編集を行う

 『美術手帖』３月号「現代美術の新世代とニュー・スタイル : 注目の40作家の発言」

 『流行通信』３月号　※「ART＆ARTISTS in the 80s」で80年代作家の作品紹介とアンケートを掲載

 『美術手帖』４月号「ヨーゼフ・ボイス」

 『アール・ヴィヴァン』９号「ペインティング・ナウ」

 第9回美術手帖芸術評論、松浦寿夫「絵画のポリティーク」

 『美術手帖』７月号「ジュリアン・シュナーベル」

 『美術手帖』８月号「表現主義 : 現代バロックの源泉」

 『美術手帖』９月号「Women artists」

 浅田彰『構造と力』(勁草書房)

 『美術手帖』１０月「デイヴィッド・ホックニー」＋「横尾忠則」

 『現代詩手帖』１０月号「アート・その最前線」

 中沢新一『チベットのモーツァルト』（せりか書房）

 『芸術評論』創刊 ※東京芸術専門学校（ＴＳＡ）と中延学園デザイン科の共同編集、千葉成夫らが執筆

 『WAVE』（ペヨトル工房）創刊

 『美術手帖』１２月号「ミニマリズムから表現主義へ」 ※藤枝晃雄、篠田達美ほか

 『ユリイカ』１２月号「現代日本の美術」
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 アーケードゲーム「ゼビウス」、ナムコより発売

　※斬新なCG、神話的SF設定、隠れキャラなどの魅力で文化現象となる

 小林秀雄死去

 東京ディズニーランド開園

 寺山修二死去

 東京青山に「無印良品」一号店オープン

 ファミリーコンピューター、任天堂より発売

 ロッキード裁判で田中角栄に有罪判決
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 ジュリアン・シュナーベル展（アキライケダギャラリー）

 鮮烈なる断片（ギャラリー葉） ※企画：中村英樹　出品作家：海老塚耕一、矢野美智子、向井美恵ほか

 ＮＥＷ＄ : ４人の批評家による８人の作家展（NEWZ） ※企画：北澤憲昭、高島直之、市原研太郎、藤井雅実

 サンドロ・キア展（アキライケダギャラリー）

 エンツォ・クッキ展（アキライケダギャラリー）

 ［パリ‐東京］現代美術交流展　※都内8画廊で開催

 ヨーゼフ・ボイス展（西武美術館）

 ナム・ジュン・パイク展 : ヴィデオ・アートを中心に（東京都美術館）

 ローリー・アンダーソン公演 : ミスター・ハートブレイク（ラフォーレミュージアム原宿） ※ネクスト・ウェイヴ・オブ・アメリカン・ウーマン

 内面化される構造2（東京セントラル美術館） ※企画：早見尭　出品作家：朝比奈逸人、伊藤誠、高木修ほか

 VIDEO COCKTAIL（駒井画廊ほか） ※出品作家：中井恒雄、今井祝雄、藤幡正樹ほか

 第1回　TAMA VIVANT'84 : 戯れなる表面（多摩美術大学） ※岩瀬京子、内倉ひとみ、杉山知子、吉澤美香ほか

 迂回のパッサージュ（淡路町画廊） ※出品作家：伊藤誠、岡﨑乾二郎、松浦寿夫、吉川陽一郎ほか

 構成主義と幾何学的抽象（東京国立近代美術館）

 P．H．スタジオ＋川俣正 : 工事中（ヒルサイドテラス）

 第20回今日の作家展 : 「面」をめぐる表現の現在（横浜市民ギャラリー） ※企画：たにあらた　出品作家：大竹伸朗、日比野克彦ほか

 メタファーとシンボル : 現代美術への視点（東京国立近代美術館）

 情念 （画廊パレルゴ ンⅡ ）  ※出品作家 ：佐藤時啓 、 二宮敬子 、 八百板力

 女たちによる感性のモザイク（トム・ギャラリー） ※企画：三頭谷鷹史

 〔海外〕 第5回シドニー・ビエンナーレ ※コミッショナー：峯村敏明　出品作家：矢野美智子、前本彰子
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 就職情報誌『Beruf : ベルーフ』（リクルート）の表紙をニュー・ウェイヴ系の作品が飾る（85年まで）

 いわき市立美術館開館

 ギャルリー東京ユマニテ開廊

 ナムジュン・パイク、ヨーゼフ・ボイス来日

 代官山ヒルサイドテラスにアートフロントギャラリー、ヒルサイドギャラリー開設

 滋賀県立近代美術館開館

 東京国立近代美術館フィルムセンターで火災

 有楽町マリオン完成、有楽町アートフォーラム開設

 エスェズギャラリー開廊

 

 〔海外〕 ニューヨーク近代美術館新装開館
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 『美術手帖』１月号「ニュー・ウェイブの旗手たち : 明日の表現に向けて」

 『美術手帖』２月号「ニュー・ペインティング現象 : 汎時代性の文化」

 『美術手帖』３月号「現代美術事典 : アンフォルメルからニュー・ペインティングまで」

 『現代思想』３月号「美術と哲学の対話」

 藤井雅実編 「現代美術の最前線 」  （ 画廊パレルゴ ンⅡ ）  ※ニ ュー ウ ェ イヴ 作家の作品集 ・座談会 ・総論

 『朝日ジャーナル』４月１３日号 ※筑紫哲也対談「若者たちの神々」連載開始 対談相手に浅田彰、大竹伸朗ほか

 『美術手帖』６月号「ポスト・モダンと芸術の現在」 ※秋田由利、柏木博ほか

 『美術手帖』７月号「ニュー･イメージの提案」 ※建畠晢、藤枝晃雄、本江邦夫ほか

 『風の薔薇』no.3, 夏号「シュポール／シュルファス」

 吉本隆明『マス・イメージ論』（福武書店）

  『GS : La Gaya scienza 』（ユー・ピー・ユー）創刊 ※責任編集：浅田彰、佐藤治、四方田犬彦

 谷川晃一『今日の美術とサブカルチャー』（国文社）

 『季刊へるめす』（岩波書店）創刊　※編集同人：磯崎新、大江健三郎、大岡信ほか
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 アップル社よりマッキントッシュ発売

 映画「うる星やつら2 : ビューティフル・ドリーマー」 ※押井守監督作品、高橋留美子原作

 映画「風の谷のナウシカ」 ※宮崎駿監督作品

 グリコ・森永事件

 チケットぴあ営業開始

 『FRYDAY』（講談社）創刊

 東京麻布に「マハラジャ」オープン
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 東京パフォーマンス・アートフェスティバル（ラフォーレミュージアム原宿） ※公演：沼田元気、PHスタジオほか

 絵画と彫刻の新世代展（佐谷画廊） ※企画：峯村敏明　出品作家：越前谷嘉高、諏訪直樹、戸谷成雄

 ラデカルな意志のスマイル（ギャラリー16） ※出品作家：木村浩、石原友明、森村泰昌

 臨界芸術　‘85年の位相（村松画廊） ※企画：たにあらた　出品作家：中村一美、中原浩大、川島清ほか

 Les 4 etoires comme des problematiques（Ｇアートギャラリー） ※企画：市原研太郎　出品作家：天野博之、荻野裕政ほか

 写実の系譜I : 洋風表現の導入 江戸中期から明治初期まで（東京国立近代美術館）

 都市に隠れた動物たち（大阪府立現代美術センター） ※協力：荻野裕政、藤井雅実企画、篠原資明　東西ニューウェイヴ大集結

 アートフロント50 : ニューウェイヴの50人 その素顔と作品展（心斎橋パルコ）

 第21回今日の作家展 : インスタレイションとは何か（横浜市民ギャラリー） ※企画：千葉成夫　出品作家：柏原えつとむ、藤浩志ほか

 〔海外〕 フィギュラティブ・インパルス（ウォーカー・ヒル・アート・センター、ソウル） ※出品作家：荒敦子、大村益三、荻野裕政ほか

 　　　　  第18回サンパウロ・ビエンナーレ ※コミッショナー：東野芳明　出品：斉藤義重、横尾忠則、矢野美智子、吉澤美香
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 「 ニ ュー ・ ア ー ト ・ シ ンポ ジ ウ ム ・ イン・ パレルゴ ン」 （ 画廊パレルゴ ンⅡ ）

　※パネリスト：難波英夫、小倉正史、丹生谷貴志、松浦寿夫、藤井雅実

 「コンテンポラリー・アート・フェア'85」（東京セントラル美術館） ※50画廊が参加

 秋山画廊開廊（神田）

 INAXギャラリー、伊奈ギャラリーより名称変更

 ワコールがスパイラル／ワコールアートセンターを開設（青山）

 坂崎乙郎死去

 ◎この年、かわさきIBM市民文化ギャラリーでシリーズ企画展「さまざまな眼」開始
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 『新潮世界美術辞典』（新潮社）

 『志水楠男と南画廊』（「志水楠男と南画廊」刊行会）

 柄谷行人『批評とポストモダン』（福武書店）

 ソール A・クリプキ／野家啓一訳『名指しと必然性』（産業図書）

  Saul Aaron Kripke; Naming and Necessity, 1980
 『美術手帖』８月号「インスタレーション : 作品になってしまった現実空間」

 『現代美術情報』（ギャラリーシマダ）創刊

 『美術手帖』１０月号「パフォーマンス」

 『美術手帖』１１月号「現代絵画の冒険 : 新世代の造形精神」
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 日本で初めてエイズ患者が認定される

 つくば科学万博開催

 吉本隆明、  埴谷雄高 「コム・デ・ギャルソン」論争

 NＴＴ、JT（日本たばこ産業）発足

 男女雇用機会均等法が成立

 プラザ合意 ※以降、日本で円高が進む

 マイクロソフト社が初代Windowsを発売

 ◎この年、いじめの続発が社会問題化
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 第1回シガ・アニュアル : 多義的な表面（滋賀県立近代美術館） ※出品作家：根岸芳郎、五十嵐彰雄、山本富章ほか

 つかしんアニュアル‘86 : HANGING 吊された美術（つかしんホール） ※出品作家：河口龍夫、北山善夫、矢野美智子ほか

 IMAGE MACHINE : ニューウェイヴの生成変化（Gアートギャラリー） ※出品作家：井口大介、大村益三、宮島達男ほか

 ART TODAY‘86 : ポスト・モダンの病理学（高輪美術館） ※出品作家：関口敦仁、中原浩大ほか

 モノ派展（鎌倉画廊） ※出品作家：菅木志雄、李禹煥、榎倉康二、高山登、関根伸夫、吉田克朗、小清水漸、原口典之、成田克彦

 第22回今日の作家展 : 現代美術の黙示録Ⅰ（横浜市民ギャラリー） ※企画：日夏露彦

 〔海外〕 前衛日本の美術 1910‐1970（ポンピドゥー・センター）

　

1

3

6

1

10

 土方巽死去

 世田谷区美術館開館

 富山県立美術館、大浦事件

　※天皇をコラージュした大浦信行の版画連作に批判が寄せられ、美術館は作品を売却、図録470冊処分

 白川義員とマッド・アマノ、パロディー裁判で和解

 〔海外〕 ヨーゼフ・ボイス死去

　　　　　 キース・へリング、ベルリンの壁に90メートルのグラフィック作品
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 『美術読本』創刊 ※名古屋のリトルマガジン、後に『裸眼』に雑誌名変更　編集：三頭谷鷹史、鈴木敏春ほか

 リチャード・ローティ／室井尚ほか訳『哲学の脱構築 : プラグマティズムの帰結』（御茶の水書房）

 　R ichard Rorty ; Consequences of pragmatism
 千葉成夫『現代美術逸脱史　1945-1985』(晶文社)

 伊東順二『現在美術』（PARCO出版局）

 赤瀬川原平ほか『路上観察学入門』（筑摩書房）

 ジル･ドゥルーズ＋フェリックス・ガタリ／市倉宏祐訳『アンチ･オイディプス : 資本主義と分裂症』（河出書房新社）

　Gilles Deleuze,Felix Guattari ; L'anti OEdipe，1972
 ジャン=フランソワ・リオタール／小林康夫訳『ポストモダンの条件』（書肆風の薔薇）

  Jean-François Lyotard ; La condition postmoderne，1979
 BゼミSchooling System編『和英対峙 現代美術演習』（現代企画室）

 第10回美術手帖芸術評論、倉林靖「『ポストモダン』あるいはイメージのアナキズムについて」、石津隆志「絵画の場所」

 『美術手帖』８月号「美術の超少女たち」

 『アクリラート』（ホルベイン工業）創刊

 『美術手帖』１１月号「ポスト・モダンの建築ってなんだった」
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 スペースシャトル「チャレンジャー」爆発事故

 男女雇用機会均等法施行

 チェルノブイリ原発事故

 ファミコン用ソフト「ドラゴンクエスト」発売（エニックス） ※家庭用RPGの大ヒット作

 ウィリアム・ギブスン／黒丸尚訳『ニューロマンサー』（早川書房)

  ※サイバーパンクの元祖　サイバースペース（電脳空間）の語の起源となる

 『イミダス』（集英社）が初めて刊行される

 NTTが伝言ダイヤルを開始
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 ARTIST’S NETWORK 1987 : 福岡+群馬+北海道（佐賀町エキジビット・スペース）

 アート・ドキュメント‘87（栃木県立美術館） ※インスタレーション、ビデオ・アート、パフォーミング・アートの3部門をもつ公募展

 もの派とポストもの派の展開 : 1969年以降の日本の美術（西武美術館） ※主催：多摩美術大学　監修：峯村敏明

 現代絵画の展望 : 平面と空間（東京都美術館） ※第18回現代日本美術展に新設された企画部門　出品作家：山田正亮、桑山忠明

 Art today 1987 : 趣味の社会への平手打ち（高輪美術館） ※出品作家：中村一美、岡﨑乾二郎、遠藤利克、吉原悠博

 絵画1977-1987（国立国際美術館）

 第23回今日の作家展 : 位相（横浜市民ギャラリー） ※企画：千葉成夫、たにあらた、日夏露彦

 絶対現場1987（神宮外苑） ※鈴木了二、田窪恭二、安斎重男による共同プロジェクト

 現代美術になった写真（栃木県立美術館）

 〔海外〕 ドクメンタ8（カッセル）　※出品作家：遠藤利克、川俣正ほか
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 Studio 4F閉廊

 宝塚造形芸術大学開学

 O美術館開館

 ICA，nagoya開館

 安田火災がゴッホの《ひまわり》を53億円で落札

 目黒区美術館開館

 〔海外〕 アンディ・ウォーホル死去
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 ハル・フォスター編／室井尚、吉岡洋訳『反美学 : ポストモダンの諸相』（勁草書房）

　Hal Foster；Anti Aesthetic，1982
 『現代美術の断面』京都国際芸術センターより刊行開始
 中村英樹『表現のあとから自己はつくられる』（美術出版社）

 『A＆C』（京都芸術短期大学芸術文化研究所）創刊 ※関西の現代美術批評誌

 ジル・ドゥルーズ/岡田弘、宇波彰訳『意味の論理学』（法政大学出版局）

　Gilles Deleuze ; Logique du sens, 1969
 『季刊武蔵野美術』（武蔵野美術大学）復刊
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 日本国有鉄道の民営化されJRが誕生

 「NIFTY」サービス開始

  澁澤龍彦死去

 ブラックマンデー ※ニューヨーク証券取引所で史上最大規模の株価暴落

 沖縄国体における日の丸旗焼却事件

 大韓航空機爆破事件

 ◎この年、バブル景気の加速
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 第8回ハラ・アニュアル（原美術館） ※出品作家：宮島達男、神山明、笠原恵実子ほか

 ファイバー・アートの新領域 : アメリカ（石川地場産業振興センター）

 ［ベルリン‐東京］現代美術交換展 ※都内12画廊で開催

 アパルトヘイト否！国際美術展 ※1999年まで日本全国を巡回

 臨界芸術　‘88年の位相（村松画廊） ※企画：たにあらた　出品作家：伊藤誠、柳幸典、高津美絵ほか

 Art in bookshop : 同時多発・連続展覧会 アルケーとバイオ（アール・ヴィヴァンほか） ※出品作家：赤塚祐二、川俣正、吉澤美香ほか

 第24回今日の作家展 : 多極の動態（横浜市民ギャラリー） ※企画：中村英樹　出品作家：石井厚生、國安孝昌、福田美蘭ほか

 橋本真之個展（渋谷西武工芸画廊）

 ニュージャパニーズスタイルペインティング : 日本画材の可能性（山口県立美術館）

 〔海外〕 第43回ヴェネツィア・ビエンナーレ ※出品作家：戸谷成雄、植松奎二、舟越桂　アペルト‘88に宮島達男の《Sea of time》
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 ギャラリーαM開廊

 ハラ・ミュージアム・アーク開館

 ギャラリー葉閉廊、ギャラリー21＋葉に引き継ぎ

 川崎市市民ミュージアム開館

 東高現代美術館開館

 ◎この年より、サントリー美術館大賞展開始
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 室井尚『ポストアート論』（白馬書房）

 中村敬治『現代美術／パラダイム・ロスト』（書肆風の薔薇）

 白川昌生編『日本のダダ 1920-1970』（書肆風の薔薇）
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 青函トンネル開通

 瀬戸大橋開通

 俵万智『サラダ記念日』（河出書房新社）

 リクルート疑惑発覚

 映画「AKIRA」 ※大友克洋監督

 村上春樹『ノルウェイの森』（講談社）

 コンピュータウイルス、日本でパソコンネットへの侵入が初めて確認される
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 Japanese Contemporary Art in the 80's : 90年代へのプロローグ（ハイネケンビレッジ） ※出品作家：川俣正、諏訪直樹ほか

 ART TODAY ‘89 : 主題のない四楽章（高輪美術館） ※出品作家：小山穂太郎、タナカノリユキ、白井美穂、池田真規子

 ジュリアン・シュナーベル : カブキ・ペインティング（世田谷美術館）

 現代美術への視点 : 色彩とモノクローム（東京国立近代美術館）

 第25回今日の作家展 : かめ座のしるし（横浜市民ギャラリー） ※企画：峯村敏明　出品作家：青木野枝、清水誠一、北辻良央ほか

 S to S 舞い降りたひとつの意志 : 前本彰子と仁科茂のコラボレーション（ハイネケンビレッジ）

 〔海外〕　大地の魔術師たち（ポンピドゥー・センターほか） ※企画：ジャン＝ユベール・マルタン

　　　　　  アゲインスト・ネーチャー展 ※アメリカを巡回

　　　　　  ユーロパリア ‘89 : ジャパン（ブリュッセル）
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 ギャラリー・サージ開廊

 神戸芸術工科大学開学

 P3 art and environment設立

 広島市現代美術館開館

 ハイネケンビレッジ開設

 複合文化施設・東急Bunkamuraにザ・ミュージアム開館

 セゾン美術館開館 ※西武美術館が移転、改称する

 横浜美術館開館

 〔海外〕　ロバート・メイプルソープ死去

　　　　   サンフランシスコで「アート・アゲインスト・エイズ : 路上にて」開始

               ヘルムズ修正案に則してワシントンのコーコラン美術館がメイプルソープ回顧展を中止

1989 1

4

7

8

9

10

 小林康夫『無の透視法』（書肆風の薔薇）

 吉本隆明『ハイ・イメージ論』（福武書店）

 『WAVE』22号「アート新世紀」 ※森村泰昌、大村益三、舟越桂、宮島達男、吉澤美香ほか

 『美術手帖』７月号「1999年のためのアート : 『'90年代美術』の予兆」

 『美術手帖』８月号「シミュレーショニズムの女たち」

 北澤憲昭『眼の神殿 : 「美術」受容史ノート』(美術出版社)

 『美術手帖』１０月号「反資本主義ハイパーリアリズム 」
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 モントリオール議定書で特定フロンを2000年までに全廃することを決定

 昭和天皇崩御、元号が「平成」に変わる

 手塚治虫死去

 消費税スタート

　※バブル景気崩壊の遠因となる。91年から景気が低迷、93年頃にはバブル崩壊の社会的な影響が顕著となる

 ゲームボーイ発売（任天堂）

 天安門事件

 宮崎勤、幼女誘拐殺人事件 ※これを契機に、「オタク」が流行語となる

 チェコスロバキアにおけるビロード革命

 ベルリンの壁崩壊

 マルタ会談、東西冷戦体制終結宣言
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 THE EIGHTIES : 80年代の美術（コバヤシ画廊）※一年半にわたり33名の作家が連続個展

 田窪恭治 : サン・ヴィゴール・ド・ミュー礼拝堂プロジェクト展（フジテレビギャラリー）

 プライマル・スピリット : 今日の造形精神展（ハラ・ミュージアムアーク）

 絵画/日本断層からの出現（東高現代美術館） ※企画：峯村敏明　出品作家：上野慶一、中原浩大、中村一美、松浦寿夫、松本春崇

 手塚治虫展（東京国立近代美術館）

 ファルマコン'90 : 幕張メッセ 現代の美術展（幕張メッセ）

 ダムタイプ : pH（スパイラル／ワコールアートセンター）

 移行するイメージ : 1980年代の映像表現展（京都国立近代美術館）

 写真の過去と現在（東京国立近代美術館）

 第26回今日の作家展'90 : トリアス（横浜市民ギャラリー） ※企画：水沢勉、近藤幸夫、正木基

 アート・ナウ : 関西の80年代（兵庫県立近代美術館） ※アート・ナウの回顧展　出品作家：杉山知子、石原友明、松井智恵ほか
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 社団法人企業メセナ協議会設立

 水戸芸術館開館 ※開館記念展「作法の遊戯」

 芸術文化振興基金創設

 川村記念美術館開館

 島田画廊開廊 ※エスェズギャラリーより名称変更

 ワタリウム美術館開館

 諏訪直樹死去

 ミュージアム・シティ天神開催

 〔海外〕 キース・ヘリング死去
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 「THE EIGHTIES　80年代の美術」（コバヤシ画廊）※連続個展の記録集

 倉林靖『意味とイメージ : 「非‐意味」をめざす文化』（青弓社）

 『アトリエ』２月号「20世紀を美術で読む : ジュリアン・シュナーベル」

　※大村益三、タナカノリユキ、宮前正樹らの紹介記事掲載

 『美術手帖』３月号「サンプリング・アート」

 篠田達美『現代美術の感情』（美術出版社）

 『美術手帖』６月号「キース・ヘリング追悼」＋「モスクワ1990 : ソ連アート最新レポート」

 『FRAME』（Idee Press）創刊 ※91年まで

 『de｀j´a-vu』（フォトプラネット）創刊 ※飯沢耕太郎責任編集

 『エイティーズ : 80年代検証 いま何がおきているのか』（河出書房新社）
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 ゴルバチョフ、初代ソビエト連邦大統領に就任

 『東京ウォーカー』創刊（角川書店）

 イラク、クウェートに侵攻

 東西ドイツの統一

2/3 （ 2 0 0 9年1月掲載、2月改訂）　
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 Xデパートメント : 脱領域の現代美術（伊勢丹美術館） ※出品作家：関口敦仁、タナカノリユキ、日比野克彦

 アバカノヴィッチ展 : 記憶 沈黙　いのち（セゾン美術館）

 90年代のアートシーン : ネオモダニズムの4元素（なんばCITY・シティホール） ※出品作家：宮島達男、森村泰昌、ダムタイプほか

 フランク・ステラ : 1958-1990（川村記念美術館）

 ゾーンズ・オブ・ラブ : 日本の現代美術（東高現代美術館） ※笠原恵実子、遠藤利克、荒敦子、コンプレッソ・プラスティコほか

 第1回アートラボ企画展（TEPIA） ※出品作家：コンプレッソ・プラスティコ、中原浩大、福田美蘭

 構造と記憶　戸谷成雄・遠藤利克・剣持和夫展 : 木による作品を中心として（東京都美術館）

 荒川修作の実験展 : 見る者がつくられる場（東京国立近代美術館）

 第27回今日の作家展 : 史としての現在 （横浜市民ギャラリー）※企画：北澤憲昭　作家：諏訪直樹、中上清、小山穂太郎ほか
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 「20世紀末・朝まで生討論会」（コバヤシ画廊） ※6人の作家と6人の批評家による公開討論

 京都造形芸術大学開校

 アート・マネジメント講座開講（慶應義塾大学）

 レントゲン藝術研究所開廊

 クリスト《アンブレラ・プロジェクト》（茨城県常陸太田市）

 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館開館
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 『美術手帖』２月号「コラボレーティヴ・アート : 共同制作美術の時代へ『ティーム・スピリット』！」

 永井均『〈魂〉に対する態度』（勁草書房）

 『批評空間』第1期（福武書店）創刊 ※編集委員：柄谷行人、浅田彰

 中原佑介編『80年代美術100のかたち : 中原佑介＋INAXギャラリー』 (INAX出版)

 『コンテンポラリー・アーティスツ・レビュー』（スカイドア）創刊

 椹木野衣『シミュレーショニズム : ハウスミュージックと盗用芸術』（洋泉社）

 『STUDIO VOICE』６月号「ART & WAR : 侵攻するコンテンポラリー・アート」

 『美術手帖』１０月号「絵画の現在 : 気になる日本のアーティストPartⅡ」

　※７０年代後半からの絵画の動向を通観、８０年代美術を読み解く

 大澤真幸『資本主義のパラドックス : 楕円幻想』（新曜社）
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 湾岸戦争勃発　※自衛隊初の海外派遣

 東京都庁新庁舎落成（新宿副都心）

 ソビエト連邦崩壊

 ◎この年、バブル崩壊
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 書と絵画との熱き時代　1945‐1969（O美術館）

 宇佐美圭司回顧展 : 世界の構成を語り直そう（セゾン美術館）

 Anomaly（レントゲン藝術研究所） ※企画：椹木野衣　出品作家：中原浩大、村上隆、ヤノベケンジ、伊藤ガビン

 現代美術への視点 : 形象のはざまに（東京国立近代美術館）

 第28回今日の作家展 : 現代性への問いかけ　ある様々な企て（横浜市民ギャラリー） ※企画；小倉正史、矢口國夫、山梨俊夫

 〔海外〕 ドクメンタ9（カッセル） ※ディレクター：ヤン・フート　出品作家：川俣正、舟越桂、長沢英俊ほか
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 第1回国際コンテンポラリー・アートフェア（NICAF）開催

 東北芸術工科大学開学

 直島コンテンポラリー・ミュージアム開館

 ◎この年、アーバナート＃1開催（PARCO）、

 　 第1回アート・アーティスト・オーディション開催（ソニー・ミュージックエンタテインメント）

 〔海外〕 フランシス・ベーコン死去
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 『Inter communication』（NTT出版）創刊

 『美術手帖』３月号「ポップ／ネオ・ポップ」

 『朝日ジャーナル』休刊

 『WAVE』33号「アーティスト・ファイル」 ※森村泰昌、中原浩大、藤本由紀夫、村上隆、丸山直文ほか

 『みづゑ』休刊

 『すばる』７月号 ※椹木野衣「Suicidal Tendencies」連載開始

 菅原教夫『やさしい美術 : モダンとポストモダン』（読売新聞社）

 遠藤利克『Epitaph : 墓碑銘 : エロスへの衝動、水と水への転生、そして物質と精神』（五柳書院）

 峯村敏明編著『平行芸術展の80年代 : 1981-1991』（美術出版社）

 たにあらた『回転する表象 : 現代美術／脱ポストモダンの視角』（現代企画室）
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 脳死臨調、脳死を「人の死」と認める最終答申

 ボスニア・ヘルツェゴビナ紛争勃発

 ◎この年、CERNによりWWW（ワールド・ワイド・ウェッブ）の正式発表

  インターネットの接続台数が100万台を超え、ネットサーフィンという言葉が生まれる
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 1970年・南仏‐パリ : シュポール／シュルファス展（埼玉県立近代美術館）

 アンゼルム・キーファー展 : メランコリア　知の翼（セゾン美術館）

 新世代への視点 : 10画廊からの発言 ※コバヤシ画廊、ギャラリーなつか、ルナミ画廊、ギャラリー山口ほか10画廊が参加

 パラレル・ヴィジョン : 20世紀美術とアウトサイダー・アート展（世田谷美術館）

 東京焼・中村錦平 : メタセラミックスで現在をさぐる（石川県立美術館） ※スパイラルガーデン、芦屋市立美術博物館にも巡回

 第29回今日の作家展 : 視えない現実（横浜市民ギャラリー） ※企画：逢坂恵理子 作家：中ハシ克シゲ、中村政人、柳幸典

 「かたまり彫刻」とは何か : 20世紀・唯視覚主義への反撃の始まり（エスパスOHARA） ※企画：峯村敏明　作家：多和圭三、黒川弘毅ほか
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 成安造形大学開学

 シンポジウム「クレメント・グリンバーグの批評理論をめぐって」（東京都美術館講堂）

　※司会：藤枝晃雄　パネリスト：クレメント・グリンバーグ、谷川渥、川田都樹子ほか
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 市原研太郎『ゲルハルト・リヒター : ペインティング・オブ・シャイン』（ワコウ・ワークス・オブ・アート）

 第11回美術手帖芸術評論、伊藤制子「水のイマージュとしての音楽 : 武満徹論」

 『美術手帖』３月号「引用の快楽 : 1980年代以降の芸術表現に見る」

 『三彩』休刊

 藤井雅実、澤野雅樹編著『人はなぜゲームするのか : 電脳空間のフィロソフィア』（洋泉社)

 安斎重男、篠田達美『現代美術トーク : 安斎重男＋篠田達美対談集』（美術出版社）
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 日本プロ・サッカーのリーグ戦としてJリーグ開幕

 小林よしのり『ゴーマニズム宣言』（扶桑社）刊行開始

 角川書店社長、角川春樹逮捕

 マーストリヒト条約により政欧州連合(EU)が発足
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 かたちとまなざしのゆくえ : 美術と工芸をめぐって（かわさきIBM市民文化ギャラリー） ※出品作家：橋本真之、上原美智子、河口龍夫

 戦後日本の前衛美術（横浜美術館）　※アメリカに巡回

 戸谷成雄 : 山‐森‐村（町立久万美術館）

 VOCA展‘94 : 現代美術の展望 新しい平面の作家たち（上野の森美術館） ※第1回目、以降毎年開催

 水戸アニュアル‘94 : 開放系 Open system（水戸芸術館現代美術センター）
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 灰塚アースワークプロジェクト発足

 長岡造形大学開学

 奈義町現代美術館開館

 財団法人地域創造設立

 ファーレ立川竣工 ※監修：北川フラム

 サントリーミュージアム天保山開館

 ◎この年、昭和40年会結成、スタジオ食堂活動開始

 〔海外〕 クレメント・グリンバーグ死去
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 『美術手帖』３月号「キュレイターの仕事」

 『10＋1』（INAX出版）創刊

 ロザリンド・E．クラウス／小西信之訳『オリジナリティと反復 : ロザリンド・クラウス美術評論集』（リブロポート）

　Rosalind E.Krauss ; The originality of the avant-garde and other modernist myths
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 金日成死去

 ジュリアナ東京閉店

 関西国際空港開港

 大江健三郎、ノーベル賞受賞
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 第30回今日の作家展 : 洋上の宇宙・アジア太平洋の現代アート （横浜市民ギャラリー）

 水戸アニュアル ‘95 : 絵画考―器と物差し（水戸芸術館現代美術センター）

 戦後文化の軌跡 : 1945-1995（目黒区美術館） ※全国3館の美術館を巡回

 視ることのアレゴリー : 1995 絵画・彫刻の現在（セゾン美術館）

 辰野登恵子 1986-1995（東京国立近代美術館）

 現代美術への視点 : 絵画、唯一なるもの（東京国立近代美術館）

 〔海外〕 第1回光州ビエンナーレ
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 東京都写真美術館、正式に総合開館

 東京都現代美術館開館

 川村記念美術館開館

 レントゲンクンストラウム開廊　※レントゲン藝術研究所より名称変更、青山に移転

 養老天命反転地開園 ※荒川修作＋マドリン・ギンズによるテーマパーク

 榎倉康二死去

 古橋悌二、エイズによる敗血症のため死去

 豊田市美術館開館

 ◎この年、宮島達男の「時の蘇生 : 柿の木プロジェクト」がスタート

1995 1

6

7

 『批評空間』第2期臨時増刊号「モダニズムのハード・コア : 現代美術批評の地平」

 スラヴォイ・ジジェク／鈴木晶訳『斜めから見る : 大衆文化を通してラカン理論へ』（青土社）

 　Slavoi Zizek ; Looking Awry, 1992
 『美術手帖』７月号「快楽絵画 : 描く人と見る人の心がひとつになる楽しい新世代ペインティング！」
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 阪神・淡路大震災

 営団地下鉄サリン事件

 PHSサービス開始

 テレビアニメ「新世紀エヴァンゲリオン」放映開始

 Windows95発売、PCとインターネットの普及につながる

 ◎70年代に広がったポケベルの解約が、この年から増加。2007年にNTTドコモがサーヴィスを停止

本年表作成にあたり、項目についての原資料及び以下の文献を参考にした。

補記：96年以降の言説

 ※96年以降に刊行された書籍・雑誌より、本年表に関連性の深いものを取り上げた。

 　選定については、本年表に記された言説のその後の展開を示すもの、80年代美術と文化全般を総括するものに

絞った。

『美術手帖』、『美術手帖年鑑』（美術出版社）

『日本美術年鑑』（朝日新聞社）

『金沢21世紀美術館研究紀要 アール』（金沢21世紀美術館）

『現代美術の断面[1] 日韓80年代前期の現況』（京都国際芸術センター、1987年）

『THE EIGHTIES　80年代の美術』（コバヤシ画廊、1990年）

今日の作家展1964‐1989編集委員会、横浜市民ギャラリー編『今日の作家展1964‐1989』（横浜市民ギャラリー、1990年）

『水戸アニュアル ‘95 : 絵画考―器と物差し』（水戸芸術館現代美術センター、1995年）

『20世紀年表』（毎日新聞社、1997年）

松岡正剛監修『増補 情報の歴史』（NTT出版、2001年）

暮沢剛巳編『現代美術を知るクリティカル・ワーズ』（フィルムアート社、2002年）

関西現代版画史編集委員会編『関西現代版画史』（美学出版、2007年）

多木浩二・藤枝晃雄監修『日本近現代美術史事典』（東京書籍、2007年）

「工芸」シンポジウム記録集編集委員会『美術史の余白に : 工芸・アルス・現代美術』（美学出版、2008年）

【美術】

□単行書

藤枝晃雄『現代芸術の不満』（東信堂、1996年2月）

川俣正『アートレス : マイノリティとしての現代美術』（フィルムアート社、2001年5月）

松井みどり『アート : “芸術”が終わった後の“アート”』（朝日出版社、2002年2月）

北澤憲昭『アヴァンギャルド以後の工芸 : 「工芸的なるもの」をもとめて』（美学出版、2003年3月）

峯村敏明『彫刻の呼び声』（水声社、2005年12月）

クレメント・グリーンバーグ/藤枝晃雄訳『グリーンバーグ批評選集』（勁草書房、2005年4月）

松浦寿夫・岡﨑乾二郎『絵画の準備を！〔増補改訂版〕』（朝日出版社、2005年12月）

千葉成夫『未生の日本美術史』（晶文社、2006年9月）

□定期刊行物（雑誌特集記事、学会誌）

「特集=解体神話 : 1980年代とはなんだったのか？」『武蔵野美術』No.100、1996年4月

近藤幸夫「ニューウェイヴ」再考 : 1980年代前半の東京における現代美術の動向についての一考察」『芸術学』（三田

芸術学会）No.1、1997年7月

□その他の刊行物

坂上しのぶ編『シリーズ80年代考1』（galerie16、2008年）

【思想及び文化論全般】

□単行書

大塚英志『「おたく」の精神史 : 1980年代論』（講談社、2004年2月）

原宏之『バブル文化論 : 〈ポスト戦後〉としての1980年代』（慶應義塾大学出版会、2006年6月）

宮沢章夫『東京大学「80年代地下文化論」講義』（白夜書房、2006年7月）

岩崎稔、上野千鶴子、北田暁大、小森陽一、成田龍一編著『戦後日本スタディーズ（3）80・90年代』（紀伊國屋書店、

2008年12月）

 

□雑誌記事特集

「特集=ポストモダンとはなんだったのか : 80年代論」『現代思想』Vol.29，No．14、2001年11月

〔凡例〕

・本年表は、「現場」研究会特別編シンポジウム「80年代におけるアヴァンギャルド系現代美術―画廊パレルゴンを焦点として」の参考資料として作成された。作成の狙いはシンポジウムのコンセプトに準じ、絵画・彫刻復権の時代と言われる80年代史観に対しアヴァンギャルドの動向を浮かび上がらせ、歴史を複

線的に捉えるきっかけをつくることにある。

・アヴァンギャルドの動向を捉える指標のひとつとして、画廊パレルゴンとその周辺の活動（いわゆるニューウェイブ系）に焦点を当てた。画廊パレルゴンに関連する事項はゴシック体で示してある。また以上の方針から地理的にも焦点を絞り、東京のアートシーンに関連する事項を多めに選択した。

・現象の萌芽や余波も観測するため、80年代の前後5年を含む75年から95年までのスパンを設定した。この時間軸の設定により、70年代後半からはじまる絵画・彫刻復権の徴候を捉えるほか、95年の「辰野登恵子　1986‐1995」、「視ることのアレゴリー」など、時代を象徴する展覧会の反映を試みた。

・事項は「美術」、「言説」、「社会・政治・経済」に分類し、各フィールドの相互作用、あるいは美術を相対化する視点が見出せるよう工夫を施した。さらに美術系の項目を「美術（展覧会）」と「美術（出来事、他）」の2つに分け、美術の「現場」の最たるもののひとつとして展覧会の歴史をメインに置いた。

年表作成：中島水緒

＊年表作成にあたり、次の方々から貴重なご意見や資料を頂きました。

右澤康之、北澤憲昭、暮沢剛巳、黒田結花、小林ひとみ、澁谷朋恵、高橋麻衣子、沼下桂子、藤井雅実（敬称略、五十音順）
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